


生物多様性について I
′:1井  秀夫

「生物多様性」とは

地球上の生物が、約 40億年をかけ進化の過程で多様に分化、生息場所に応じ相互の
関係を築きながら、地球の生命体を形づくつてきました。

この様な生物の世界を『生物多様性Jと言います。しかし近年人間活動による生物の

生息地の破壊や乱獲が進み、地球上の生物多様性は急速に失なわれつつあります。

「生物多様性」 3つ のキーワード

① 団体の多様性

同一種の生物であっても、通常目にする動物や植物にはそれぞれの団体間に明らかな

違いがあります。つまり「固体の多様性」とは、個々の固体の遺伝子的な違いの多様

性のことを言います。

クローンは遺伝子的にまったく同一であるため異常気象などの環境変化に対して同じ

様な対処 しかできず、脆 くて弱いもの考えられています。

このことから、様々な遺伝子をもった同種固体が存在することによって環境変化に対

処がしやすくなっているのです。

② 種の多様性

種とは、固体の多様性がさらに進み、他の固体と明確に区分できるようになったもの

です。これが生態系の構成単位により重要な役割を持っております。一般的にはこの

「種の多様性」が生物多様性だと思われています。

③ 生態系の多様性

生物は個々に勝手に生きているのではなく、他の生物とともに一定の生物圏に組み込

まれた生存競争の下で、相互依存的に生息 しています。これを「生態系」と言います。

この生態系が様々な自然環境の中で多種多様な生態系を形成して存在 しています。こ

れを「生態系の多様性」と言います。そして様々な生態系での生存を可能にしている

のが「団体の多様性」の遺伝形質の多様性であり、 3つ は密接につながっています。

2 生物多様性の重要性

生態系は常に変わっており、一度壊れてしまつた生態系は二度と同じものに回復出来

ません。生態系の一部が損傷しただけならば回復することもありますが、まとまった

数の種が絶滅したら、生態系の中の微妙な相互依存関係が崩壊 し、生態系が根底から

破壊される可能性が大きくなってきます。

更に大規模な破壊が起きると、必然的にそれを構成する種の多様性、固体の多様性が

多 く失われます。

またそれが他の生態系の多様性にも影響を与え、マイナスのスパイラルとして更に拡

大していき、いずれ生態系の頂点にある人間の将来にも大きな影響が考えられます。

この稿次号に続きます。
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第 15回近畿自然歩道・まほろばの路

√ぐろんどをを訪ねる〃ν行事報告 担当 :大寺道代

日時 :平成 18年 7月 6日 (木)近鉄奈良線富雄駅   9:30集 合
行程 :午前 [く ろんど池を訪ねる路]奈良県側<約 4km>

富雄駅→ (バス 30分)→高山人幡宮 (重文)→高山竹林園 (竹の生態園・伝統
竹製品展示)→高山城跡 (標高218M・ 山城跡)→くろんど池 (灌漑用溜池)
午後 [私市ハイキングコース]大阪府側<約 3.2km>

くろんど池→スイレン池→月輸の滝→京阪交野線私市駅 (解散)

参加者 :川井・ 弓場・岩田 (利 )・ 平塚 (等 )。 西谷・吉村・福谷・家入・宮沢・大寺

計 11名

富雄駅 (標高 110コめ から富雄川に沿つて北へ、。くろんど池 (標高 2300ま での標高
差 120mのゆるい上り道。くろんど池から私市駅 (標高 400コめへの標高差 190mの下り道。

池を分水嶺として、奈良県側のゆるやかな田園を抜ける川沿いのコンクリー ト道とコナラ

等の二次林の上り道、里山の中のハイキング。大阪府側への清流に沿つて下つて行く緑深

い森林の中のコース。岩の間をぬって川の水音を聞きながら、全く違つた地形の対比が面

白く感じられました。

奈良県側で観察されたものは、昆虫、ミヤマクフガタ、カブトムシ、ジャノメチョウ。

富雄りllにはハヤが沢山泳いでいました。植物では、ハンゲショウ、オカ トラノオ、ウツボ

グサ、コマツナギ、キツネアザミ、ヘクソカズラ、ネジバナ等、季節の変わり日で、種類

はあまり多くありませんでした。

高山は茶鍵の里として知られ、冬場に「竹の寒干し」が風物詩として有名。その季節に

もう一度訪れてみたいところです。

社会貢献事業 「黒髪山自然塾」報告

目熱観票と星豊標肇

7月 23日梅雨の最中の行事で、天候が,b配でしたが、曇り空の中無事行事を終了できまし

た。

講師派遣については、川丼会長をはじめ6名の参力0(8」記*)をいただき、年前の自然観察

は成功裏に終了いたしました.自然観察の概要と諸注意の後、講師1名に約10名の子供を引き

連れ場内を観察、1時間あまり子供たちは飽きもせず熱心に講師の話に耳を傾けていました.

午後はカプトムシに子供たちは大興奮、採集では7匹を捕声えて大喜びでした。ただ心配

していたマムシが昆虫採集中にでて一瞬ヒヤッとしました。自然相手のことで、あつて当然のこ

とですが無事終わり主催者としてホッとしました.子供たちや保護者には、良い経験になつたの

ではないでしようか。

*参力8者 JII丼・樋□・林・小嶺・岩田・古川

境  寛



7月 例会  物 ・ 事 喜曲曖 務 狩 を歩 ぐ

小田 進人郎
長谷寺の門前町を進むとき正面に与喜山が立ちはだかるようにそびえ、アルプスにでも臨

むような気分になった:途中、初瀬り||の川面にバイカモを見て、与喜天満神社と素菫雄神
社に参拝。県下一と言われる初瀬の大イチ当ウから不思議な力を授かつて、いよいよ登頂

開始。しかし、千古斧が入ることを拒んできた山だけに易々と我々を受け入れてはくれな

かつた:登山口さえはっきりせず(ルートがあるような無いような、しかも初めから急斜
面が続く厄介な登りで、両手を使いながらの悪戦苦間が続いた。「あとどれくらい ?」 の声

が繰り返されるが、周到な下見に裏打ちされた幹事の適切な案内で、脱落者も無く13名 が

山頂に立った。滴る汗をぬぐっての昼食の味は格別であった。

下りは山頂から北に向かう。頂上付近にはアサギマダラの食草であるキジョランが曹をつ

けていた。尾根の西側は照葉樹林、東側は植林された針葉樹林で、山全体が保全されてい

ないことにがっかりしたが、一部でも寺林として残されたことを喜ぶべきだと思い直す。

勾配のきつい植林地帯を抜けてまほろば湖に到着。ここでヤマセミ1羽 とウミネコ約 20羽
を確認。

一般公開中であった初瀬ダムでは、冷たいお茶をいただき、地下 40m・ 摂氏 10度の涼しい

ダム内部を見学するうち疲れも吹つ飛ぶ。おまけに敷地内を通り抜ける近道まで利用させ

てもらった。

長谷寺まで下つて、ふもとから改めて与喜山を見上げる。赤っぱいプロッコリを山肌に詰

め込んだような、モコ■コしたこの山肌が、まさに照葉樹林の姿だ。本来ならこのような

山がどこまでも広がってぃたはず。しかし今、日本の山を覆う緑は植林された針葉樹林ば

かりで、この森のような植生の豊かな本来の緑を取り戻すことの困難さを思わずにはいら

れなかった。

7月 度例会 「長谷・ 天神山 与喜山暖帯林観察会」実施報告
・ 日時  7月 26日 (本)曇 後晴 気温 33度  集合 近鉄長谷寺駅 10時
・参加  14名 : 川井、小日 (夫妻)、 甲斐野、弓場 (夫妻)、 吉村、高橋、堀川、林、

福谷、尾上、古り||、 (岩田 :下見のみ) の各氏
・行程  長谷寺駅一与喜天満宮―スサノオ神社一与喜山暖帯林入ロー磐座一天神山頂上

一まほろば湖一ダム事務所一長谷寺・解散 (15:00)   距離 6.6km

・所感 三輪、巻向、初瀬の山々に連なるここ天神山は古代信仰の地である。また天然記念
物与喜山暖帯林の植生は豊かで玄人受けするところ。更に野鳥も多いとかで、植生に

詳しい高橋さん、野鳥の小田さんの参加を得て充実した観察会となつた。コースは「奈

良百遊山」によると体力・技術ともに下般向きAと なっているが、登山道はまったく
整備されていなぃ。標高こそ 455mと 低いものの直登に近いルー ト取りとなって聯か
バー ドだった。未整備な山路を這い上がり、やぶこぎで下るなど苦労もあつたが、本

本約 100種を確認 し、野鳥ではヤマセミ、ウミネコを観察するなどの収穫も多く、内
容の濃い一日となつた。有志の反省会では、またまた苦吟に汗を流す破目となつた。
「与喜山や一歩一歩の玉の汗」 (川井)
「鬼女蘭の白き花咲く与喜の社」  (弓 場)
「朽葉路 四駆となつて掻き上がる」 (古り||)
「山翡翠や一直線のまほろば湖」  (り |1井 ) 担当 古川 祐司



社会貢献事業

「奈良県環境フェアー」報告          小嶺 敏勝

[日時] 7月 29日 (土 )
[場所] 大和高田市奈良県広域地場産業振興センター

[制作] 「モックン」「鴬笛」「ブーちゃんペンダント」「ワンちやんペンダント」

[ス タッフ]樋 日、川勝、甲斐野、斎藤、岩田和、本郷、林、岩田秋、小嶺

今年は梅雨明けが遅く、朝から厳しい暑さ。 9時 30分全員集合

昨年の経験から材料は大中に増やし各々100～ 120個合計430個用意し、一度に

10人が制作出来る様に配置する。 10時開場と同時にどの係にも、途切れる事なし。順

番待ちも出る、出来た作品を 見て大喜びの親子、孫にと、年配の女性の感謝の言葉を励

みにスタッフ全員休みなしで頑張る。 3時半過ぎには、とうとう材料がなくなつた。

その後も、噂を聞いたり見たりで我々のプースロ当てに来る多くの子供達に謝るスタ

ッフは皆、心苦しそうであつた。お疲れさまでした。

f ズ 小田 久美子

都心のビル街にはいないし、かといつて森の鳥でもない、

見晴らしの良い公園、河り:1敷、農耕地などを好むが、スズ

メのように人家に営巣するでもなく、ツバメやセキレイの

ように益鳥としても見られず、溺愛もされずかといつて敵

視もされず、農耕民族である日本人が季節を知る手がかり

にして詩歌、絵画に取り入れ、身近な鳥としてお互い付か

ず離れずにきた代表的な鳥です。

毎年立秋を過ぎ、日にはさやかに見えずとも・・何処と

なく秋風の立ち始める頃、オオヨシキリからバ トンタッチ

された雄のモズが、高い木の梢でトキ
‐、キキキ刊と縄張り宣言

をします。この原稿を書いている8/8が立秋なのですが、今年のように梅雨が長くてついこ

の前夏になつたのでは私でなくても「エッもう秋 !」 モズ君としてもまだ準備不足かな ?

肉食性ということや嘴の形などから猛禽的な要素の極めて強い鳥ですが、スズメロで俗に

鳴禽0イキン)と呼ばれる可愛い小鳥の多い仲間の一員なのです。 獲物を枝や トゲなどに引つ

掛けたりするハヤニエという習性がよく知られていますが。これはエサのない冬に備える

とか、飽食時の遊びだとか諸説があります。枝に刺したまま忘れたり、百舌鳥と書くよう

に他の鳥の物まねを得意そうにしているのを見かけると、遊びも入つた余裕のある行動な

のでしようか。 信州ではこのトキ‐、キキキ轟を「モズの初鳴き七十五日」といつて、この日か

ら七十五日目に初霜を迎えると云われ旧暦の霜月(11月 )にあたるそうです。

″っ　́‐的一』んぼ
句】「″

″ιスリ,7a孝考え輿」」ヵ/卜より



春日にも鎮魂の火あり大文字  川井 秀夫

8月 は当会の行事はお休み。京都と奈良の送 り人を観る機会を得ました。

高円山の燃え盛る火1ま、戦没者の灯であり、この火があ―る限り、戦争の惨禍が

風化する事は無いでしょう。       、

★毎日セミが賑やかです。ウグイスが遠いところから鳴き声がきこえてきます6

ホトトギスですが7月 23日 頃からパタリと鳴かなくなわたので最後のホトトギスもい

なくなつたと思つていましたらなんと8月 6日 朝 10時ころ大きい声で鳴いてびつくり。

2回ほど。そのあとまた鳴かなくて昨曰朝 5時ころ遠くで 1回.どつかの山へ行く途中

にちょつとここで鳴くんでしょうか ?こんなことつていままで初めてです。

・ ミンミンゼミって最近はここいらで全然聞きませんが7日猿谷ダムで さかんll鳴ャヽ下
いました。奥深いところにいるんですね。

☆西大寺のアオパズク (4羽 )今年も 7/18無事巣立ちました

(齋藤和)

(/1ヽ日)

☆  [斑鳩だより]8/15久 しぶりにイソヒヨドリの♀。いつも見かけるスーパーの駐車

場の近くの民家のアンテナに止まって甲高い声で鳴いていた (地鳴きにしてはかん高く

きれいな声。 8月 にしかも♀も鳴く?)

・ 竜田川のダッ君 (カルガモ雑・雌雄不明)が竜田大橋付近に来たカルガモの親子 (4羽 )

に向かつて鳴きながら執拗に追い掛け回しました。親子は逃げ惑いましたが、しばらく

したら一緒になり上流へ泳いで行きました。自分の縄張りだと思つているのでしょうか。

(こ の冬にもマガモたちを追い回していました)

・ ツバメの雛たちちょっと遅生まれです。 6・ 7月 生まれより育ちが遅いです。今から巣

立って長旅は大丈夫なのでしようか?                 (勝 田)

_nヽ ゝ ｀ ＼

いきじようほう

ゝ
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